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に
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語
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際
さい
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せん

任
にん

講
こう

師
し

「私
わたし
にとっては日

に
本
ほん
語
ご
は外

がい
国
こく
語
ご
ではない」―これはドナルド・キ

ーン氏
し
が『日

に
本
ほん
語
ご
の美

び
』（中

ちゅう
央
おう
公
こう
論
ろん
社
しゃ
　1993）の「あとがき」で

書
か
いている言

こと
葉
ば
です。ここまで言

い
い切

き
れるようになるまで、氏

し
は

一
いっ
体
たい
どのように日

に
本
ほん
語
ご
の「修

しゅ
行
ぎょう
」をしたのでしょうか。そして、

その「修
しゅ
行
ぎょう
」で獲

かく
得
とく
した日

に
本
ほん
語
ご
を駆

く
使
し
し、どのような教

きょう
育
いく
や研

けん
究
きゅう

をしてきたのでしょうか。

▽本
ほん
の成

な
り立

た
ち

ドナルド・キーン氏
し
は、アメリカのコロンビア大

だい
学
がく
で長

なが
年
ねん
にわ

たり教
きょう
鞭
べん
を取

と
り多

おお
くの後

こう
進
しん
を育

そだ
てるとともに、日

に
本
ほん
文
ぶん
学
がく
の研

けん
究
きゅう
・

翻
ほん
訳
やく
・紹

しょう
介
かい
に邁

まい
進
しん
し、その功

こう
績
せき
から2008年

ねん
には文

ぶん
化
か
勲
くん
章
しょう
を受

じゅ
章
しょう
し

ました。最
さい
近
きん
では、東

ひがし
日
に
本
ほん
大
だい
震
しん
災
さい
の後

あと
の2012年

ねん
に東

とう
京
きょう
に移

い
住
じゅう
し日

に

本
ほん
国
こく
籍
せき
を取

しゅ
得
とく
したことが大

おお
きな反

はん
響
きょう
を呼

よ
びました。この本

ほん
はそう

した氏
し
へのインタビューの内

ない
容
よう
を、聞

き
き手

て
である日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
学
がく
者
しゃ

で歌
か
人
じん
の河
かわ
路
じ
由
ゆ
佳
か
氏
し
がまとめ、詳

しょう
細
さい
な注

ちゅう
、解
かい
説
せつ
、年
ねん
譜
ぷ
などを付

ふ
し、

出
しゅっ
版
ぱん
されました。

▽日
に
本
ほん
語
ご
の学

がく
習
しゅう
者
しゃ
として

本
ほん
書
しょ
は五

ご
章
しょう
構
こう
成
せい
で、時

じ
系
けい
列
れつ
に沿

そ
って進

すす
んでいきます。中

ちゅう
国
ごく
語
ご
学
がく

習
しゅう
を通

とお
しての漢

かん
字
じ
との出

で
会
あ
い、英

えい
訳
やく
の源

げん
氏
じ
物
もの
語
がたり
との出

で
会
あ
い、日

に
本
ほん

語
ご
との出

で
会
あ
い、学

がく
生
せい
時
じ
代
だい
…。

本
ほん
格
かく
的
てき
な日

に
本
ほん
語
ご
学
がく
習
しゅう
の舞

ぶ
台
たい
となった海

かい
軍
ぐん
日
に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
での話

はなし
では、

教
きょう
科
か
書
しょ
の「ナガヌマ・リーダー」（『標

ひょう
準
じゅん
日
に
本
ほん
語
ご
讀
どく
本
ほん
』）のことを軸

じく

として、先
せん
生
せい
方
がた
の教

おし
え方

かた
、キーン氏

し
の学

がく
習
しゅう
法
ほう
、クラスメートのこ

となどが明
あき
らかにされます。

▽日
に
本
ほん
語
ご
・日

に
本
ほん
文
ぶん
学
がく
の教

きょう
師
し
として

第
だい
五
ご
章
しょう
は、戦

せん
後
ご
、教

きょう
師
し
としてのスタートを切

き
ったケンブリッジ

大
だい
学
がく
での話

はなし
に始

はじ
まり、京

きょう
都
と
大
だい
学
がく
大
だい
学
がく
院
いん
留
りゅう
学
がく
時
じ
代
だい
を経

へ
てコロンビア

大
だい
学
がく
時
じ
代
だい
に入

はい
っていきます。

構
こう
成
せい
としておもしろいのは、最

さい
後
ご
に教

おし
え子

ご
へのインタビュー、

さらにそれに対
たい
するキーン氏

し
へのインタビューが載

の
っていること

です。キーン氏
し
が教

きょう
師
し
として教

おし
え子

ご
とどのように接

せっ
していたか、

何
なに
を大

だい
事
じ
にしていたか、教

おし
え子

ご
達
たち
は何

なに
を感

かん
じ学

まな
び取

と
ったかなどが

語
かた
られます。

▽数
かず
多
おお
くのエピソード

この本
ほん
は、今

いま
まで知

し
られていなかったことも含

ふく
め数

かず
多
おお
くのエピ

ソードに満
み
ちあふれています。

海
かい
軍
ぐん
日
に
本
ほん
語
ご
学
がっ
校
こう
で行

ぎょう
書
しょ
や草

そう
書
しょ
まで学

まな
んだことが戦

せん
時
じ
中
ちゅう
に日

に
本
ほん
兵
へい

の日
にっ
記
き
を読

よ
むのに役

やく
立
だ
ったこと、ケンブリッジ時

じ
代
だい
、本

ほん
もコピー

機
き
もなく教

きょう
材
ざい
だった『古

こ
事
じ
記
き
』をカーボン紙

し
を使

つか
って手

て
で写

うつ
した

こと、当
とう
時
じ
のイギリスでは、日

に
本
ほん
に対

たい
する関

かん
心
しん
が低

ひく
かったため日

に

本
ほん
語
ご
をやめロシア語

ご
に切

き
り替

か
えようとロシア語

ご
学
がく
習
しゅう
を始めたこと、

日
に
本
ほん
文
ぶん
学
がく
研
けん
究
きゅう
において中

ちゅう
国
ごく
語
ご
の学

がく
習
しゅう
が役

やく
に立

た
ったことなど数

かぞ
え出

だ

せばきりがありません。

▽すべての人
ひと
に

聞
き
き手

て
の河

かわ
路
じ
氏
し
は「はじめに」で「先

せん
生
せい
が日

に
本
ほん
語
ご
を学

まな
んだプロ

セスや、長
なが
くエネルギーを注

そそ
いで携

たずさ
わってこられた教

きょう
師
し
としての

仕
し
事
ごと
は、形

かたち
には残

のこ
らない。それを何

なん
とか形

かたち
にしようと、この本

ほん
は

企
き
画
かく
された。」と書

か
いています。こうして形

かたち
を与
あた
えられたこの本

ほん
は、

日
に
本
ほん
語
ご
の教

きょう
師
し
や学

がく
習
しゅう
者
しゃ
はもちろんのこと、教

きょう
授
じゅ
法
ほう
や教

きょう
材
ざい
に興

きょう
味
み
を

持
も
つ人

ひと
、日

に
本
ほん
語
ご
教
きょう
育
いく
の歴

れき
史
し
（とりわけアメリカやイギリス）に興

きょう

味
み
を持

も
つ人

ひと
、日

に
本
ほん
文
ぶん
学
がく
の研

けん
究
きゅう
者
しゃ
、翻

ほん
訳
やく
家
か
、教

きょう
育
いく
者
しゃ
…すべての人

ひと
に

有
ゆう
形
けい
・無

む
形
けい
の「こと・もの」を与

あた
えてくれるに違

ちが
いありません。


